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は じめ に

育成 を め ざす 資 質 • 能 力 の柱 の 1 つ に 「思 考 力 • 判 断力 • 表 現 力 等 」が あ る。高 等 学校 芸

術 科 音 楽 の 「表 現 」領 域 にお い て 、 この資 質 • 能 力 は 「自己の イ メー ジ を持 って音 楽 表 現 を

創 意 工夫 す る こ と」に あた る。 この 目標 の背 景 に は 、中学校 音 楽 科 で の 「曲 にふ さわ しい 」

音 楽 表 現 を創 意 工 夫 す る とい う基 礎 的 な学 び を土 台 に、 高 等 学 校 芸 術 科 音 楽 で は新 た に得

た知識 や 技 能 、他 の領 域 • 分 野 で の学 習 、 日常 生 活 や これ ま で の音 楽 経 験 、 自 らの解 釈 な ど

を踏 ま え、音 楽 表 現 に対 す る 自己 のイ メー ジ を一 層 豊 か に し、自分 の意 思 を もって 「表 現 」

意 図 を明確 に して い く学 び が 大切 で あ る とい う考 え方 が あ る (文 部 科 学省 2019) 〇 中央 教

育審 議 会 (2016) 答 申は 、音 楽 科 教 育 の成 果 と して 「思 いや 意 図 を もっ て表 現 し、音 楽 の 良

さや 価 値 を考 え る力 の育 成 」を挙 げ て い る一方 、 「感 性 を働 かせ 、他 者 と協働 して音 楽 表 現

を生 み 出す こ と」を課 題 と してお り、そ こに は 「他 教 科 にお い て圧 倒 的 に多 くの 訓練 を受 け

て きた知 的 、論 理 的 な思 考 • 判 断 を用 い る こ とが 多 い とい う問題 」が あ る とい うこ とが小 山

(2018、410 頁 ) に よって指 摘 され て い る。

この こ とか ら、高 等 学校 芸 術 科 音 楽 の表 現領 域 にお け る学 習 は 、音 楽 表 現 に対 す る 自己の

イ メー ジ を よ り一 層 深 化 させ た り、 自分 の意 思 を も って 表 現 意 図 を 明確 に して い った りす

るプ ロセ ス が大切 で あ る こ とは 明 らか で あ るが 、そ の 際知識 や感 性 を統 合 した意 図 的 な 「表

現 」を さ らに追 求 す る こ とが必 要 で あ る とい え る。本 研 究 は 、この点 を職 業 演 奏 家 ヘ イ ン タ

ビュー を行 い 、職 業 演 奏 家 が幾 度 とな く繰 り返 して きた で あ ろ う、感 性 に も とづ く高度 な思

考 ・判 断 と意 識 的 な表 現 プ ロセ ス の視 点 を調 査 ・分 析 す る こ とで 、生徒 が音 楽 を よ り深 く捉

え、自己の表 現 を発 展 させ て い くた め の手 が か りを検 討 す る。そ して 、生 徒 が課 題 に対 応 し

な が ら意 図 的 かつ 主 体 的 に表 現 す る力 を育 成 す る こ とを 目指 す 。
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1 . 職 業 演 奏 家 へ の イ ンタ ビュー 調 査 と SCAT に よ る分 析

(1) 職 業 演 奏 家 へ のイ ンタ ビュー調 査 と SCAT に よ る分 析 の概 要

本 調 査 は 、器 楽 の職 業 演 奏 家 1 名 (以 下 、A 職 業 演 奏 家 ) を対 象 と して い る。選 定 理 由

は 、A 職 業 演 奏 家 は長 年 に わ た り多様 な音 楽 活 動 や 音 楽 教 育 に取 り組 み 、音 楽 に対 す る豊

富 な経 験 と実績 を有 して い る こ と、ま た 、言 葉 (歌詞 ) を伴 わ な い音 のみ を用 い た表 現 の

追 求 を専 門 とす る演 奏 家 ヘ イ ン タ ビュー 調 査 を行 うこ とに よ り、 よ り純 粋 に音 楽 に対 す

る感 性 に も とづ く思 考 ・判 断 の プ ロセ ス を捉 え る こ とが で き る と判 断 した た めで あ る。

イ ン タ ビュー 調 査 で は、事 前 に設 定 した質 問項 目 (① 楽 曲 に 出会 っ て か ら演 奏 す るま で

の表 現 追 求 プ ロセ ス の全 体像 、② 音 楽 演 奏 にお け る表 現 追 求 プ ロセ ス の詳 細 、③ 表 現 の決

め手 とな る具 体 的要 因) に基 づ き、そ の 回答 に応 じて 質 問 を追加 しな が ら対 象 者 が どの よ

うに表 現 を追 求 して い るの か を掘 り下 げ る。

ま た SCAT で は 、A 職 業 演 奏 家 へ のイ ン タ ビュー調 査 か ら得 られ たデ ー タ を 4 つ の ステ

ップ ( <1 > 注 目す べ き語 句 ( 2 ) 語 句 の言 い換 え <3 > テ クス ト外 の概 念 <4 ) テ ー マ •

構 成 概 念 ) に基 づ き コー デ ィ ン グ を行 い 、そ の テ ー マ ・構 成 概 念 か らス トー リー ・ライ ン

と理 論 記 述 を作 成 し分 析 を行 う。

(2) 職 業 演 奏 家 へ のイ ンタ ビュー調 査 と SCAT に よ る分 析 の結 果

A 職 業 演 奏 家 は 、音 楽 演 奏 の全 体 にお い て 「本 当 の正 確 な リズ ム」 (一 義 的 で は な く、

演 奏 者 の感 性 に依 存 す る、自然 な リズ ム ま た は リズ ム感 ) を、練 習 や 演 奏 等 の繰 り返 しを

通 じて追 求 して い る。A職 業 演 奏 家 は、楽 譜 を忠 実 に演 奏 す る こ とを基 本 と しつ つ も、演

奏 者 自身 の個 性 や 解 釈 が音 楽 に多様 性 と深 み を もた らす とい う考 え で 、 楽 曲 ご とに或 る

自由度 を生 か した創 造 的 な要 素 を取 り入 れ 演 奏 を進 化 させ て い る。 楽 譜 へ の 忠 実性 は 、

「創 造性 を触 発 す る出発 点 」 と して の役 割 を担 って い る。 さ らに A 職 業 演 奏 家 は 、表 現 の

決 め手 と して イ メー ジ に音 を近 づ け る手 法 を用 い る。 そ してイ メー ジ を楽 曲全 体 に反 映

させ る こ とで 、A 職 業 演 奏 家 は音 楽 の方 向性 を明確 に し、表 現 の深 ま りを実 現 させ て い る。

ま た 、A 職 業 演 奏 家 は子 どもた ち との活 動 にお い て は 、独 自性 や 柔 軟 性 を重 視 して い る。

例 え ば、 手拍 子 とい っ た シ ンプル な手 法 か らで も多様 な音 楽 表 現 が で き る可能 性 が あ り、

そ れ を探 求 す る こ ともあ る。楽 譜 が読 め な い場 合 にお い て も、異 な る方 法 に よ り演 奏 に対

す る表 現 イ メー ジが形 成 され 得 る とい う。
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以 上 の ス トー リー ・ライ ンか ら以 下 4 点 の理 論 記 述 を示 す 。

• A職 業 演 奏 家 は 、繰 り返 し練 習 を通 じて 、 「本 当 の正確 な リズ ム」 を追 求 す る。

• A職 業 演 奏 家 は 、楽 譜 へ の 忠 実性 を基盤 に しつ つ 音 楽 表 現 の創 造性 を追 求 す る。

• A職 業 演 奏 家 は 、 イ メー ジ を音 に近 づ け る とい う手 法 で 、音 楽 表 現 を追 求 す る。

• A職 業 演 奏 家 は 、子 どもた ち と柔 軟 性 と独 自性 を重 視 した音 楽 表 現 を追 求 す る。

次節 で は 、この結 果 を も とに、高 等 学 校 芸術 科 音 楽 にお け る 自己表 現 力 の育成 を 目指 し

た表 現 追 求 プ ロセ ス の視 点 を示 す こ とを試 み る。

2 . 高 等 学校 芸 柿 音 楽 にお け る 自己表 現 力 の 育成 を 目指 した表 現 追 求 プ ロセ ス の視 点

A 職 業 演 奏 家 の表 現 追 求 プ ロセ ス は、練 習 や 演 奏 等 の繰 り返 しを通 して 、曲 の本 質 や 表 現

す べ き 内容 を明確 化 、深 化 (進 化 ) させ て い くプ ロセ ス で あ る こ とを示 した。特 に 、楽 譜 へ

の 忠 実 性 と創 造 性 の 追 求 が 音 楽 表 現

を創 意 工夫 す る上 で重 要 で あ り、そ の

際 イ メ ー ジ に音 を近 づ け る手 法 が 演

奏 者 に とっ て 音 色 や 曲構 成 を 明確 に

す るた め に有 効 で あ る とい え る。以 上

の結 果 を基 に 、高 等 学校 芸 術 科 音 楽 に

お け る 自己表 現 力 の 育 成 を 目指 した

表 現 追 求 プ ロセ ス の視 点 を示 す ( 図 1 ) 。

思 考 ・判 断 • 表 現 す る過 程 で は 、音 楽 を形 づ くる リズ ムや 強 弱 、速 度 な どの要 素 を単 に組

み 合 わせ るだ けで な く、 そ れ らの 要 素 が もつ 意 味や 感 覚 を深 く掘 り下 げ る こ とが求 め られ

る。図 で示 した 「音 か らイ メー ジへ 」は 、演 奏 者 が音 楽 表 現 を深 化 させ る うえで特 に重 要 な

役 割 を果 たす もの で あ る。繰 り返 しの練 習 や 演 奏 等 に よ る音 の体 験 を 出発 点 と して 、それ を

演 奏 に対 す る表 現 イ メ ー ジ に昇 華 させ る過 程 を意 味 し、音 楽 の構 造 や 流 れ を 明確 化 す る こ

とが含 まれ る。 この プ ロセ ス に よ り、演 奏 者 は音 を通 じて表 現 を創 造 し、音 楽 の方 向性 を統

合 的 に形 づ くる こ とが で き る。 ま た 、職 業 演 奏 家 の音 楽 演 奏 に 関連 す るキー ワー ド (例 : リ

ズ ム 、周 期 、ニ ュア ンス 、調 和 ) を、表 現 を創 意 工夫す る際 の観 点 と して活 用 す る こ とも試

み る。 これ らの観 点 は楽 譜 へ の 忠 実性 を踏 ま えた創 造 性 を追 求 す る手 が か りとす る。
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3 . 高 等 学校 芸 柚 音 楽 にお け る 自己表 現 力 の 育成 を 目指 した表 現 追 求 プ ロセ ス の視 点 に
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よ る授 業 実践

⑴ 授 業 実践 の概 要

本 実 践 は 、 『 「ク ラ ッ ピン グ ラプ ソデ ィ 第 4 番 」 をア ンサ ンブル して 、創 意 工夫 を生

か した演 奏 を しよ う』とい う題 材 名 に よ る授 業 実 践 で あ る。「ク ラ ッ ピン グ」シ リー ズ は 、

身 体 そ の もの を打 楽器 と して捉 え る考 え方 に も とづ い て お り、 「ク ラ ッ ピン グ ラプ ソデ

イ」 は 、各 番 号 「ア」 「イ 」 「ウ」 「エ 」 ご とにそれ ぞれ のテ ー マ が設 定 され て い る。 第

4 番 で は、 シ リー ズ初 の 「バ ウ ンスす る リズ ム (ス ウ ィ ン グ) 」 が用 い られ て お り、演 奏

者 の身 体 の動 きや 他 者 との調 和 が重 視 され る楽 曲 とな っ て い る (長 谷 部 2022) 。ま た 、

「ク ラ ッ ピン グ ラプ ソデ ィ 第 4 番 」は、 ピア ノ、手拍 子 1 、手拍 子 2 、旋 律 楽器 の 4 つ

のパ ー トか らな る楽 曲で あ る。本題 材 で は 、教 師 が ピア ノ伴 奏 を し、生徒 は手拍 子 のパ ー

卜を演 奏 す るが 、手拍 子 す る技 能 の獲 得 に は と りわ け特別 な技 能 を要 さな い こ と、リズ ム

が ス ウィ ン グす る感 覚 を 直接 的 な身 体 の動 き に よ り体 験 しや す い こ とか ら、本 題 材 は比

較 的 取 り組 みや す い もの で あ る と判 断 した。

本 授 業 で は 、器 楽 表 現 を創 意 エ

夫 す る際 、先 に 曲 に対 す るイ メー

ジ を もっ て そ れ を音 に して い くの

で は な く、練 習 や 演 奏 の繰 り返 し

を通 した 音 の 体 験 を 出発 点 と して

演 奏 に対 す る表 現 イ メ ー ジ を生 み

出 し、それ を深 め る活 動 を行 う。こ

の よ うに して繰 り返 し演 奏 す る 中

で生 まれ て くる 「こ うした い 」は 、

これ ま で に学 習 した 知 識 や 音 楽 経

験 が 蓄 積 され た 身 体 か ら、 い わ ば

知 識 や 経 験 が統 合 され た 、感 性 的

な もの と して 生 まれ て くる (小 山

2018) と考 え られ て い る。ま た 、表
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現 意 図 は 、創 意 工 夫 の過 程 にお い て 、器 楽 表 現 に 関 わ る知 識 や 技 能 を得 た り生 か した り し

な が ら、 さ らに深 ま った り新 た な表 現 意 図 とな った りす る (文 部 科 学省 2018) 〇この点

を踏 ま えつ つ 、器 楽 表 現 を創 意 工夫 す る際 、どの よ うなイ メー ジ を持 つ と、楽 曲の特 徴 を

生 か した 演 奏 をす る こ とが で き るの か とい う視 点 か らイ メー ジ を深 め られ る よ うに指 導

を行 う。 なお 、本 実践 は全 3 時 間計 画 で あ る (表 1) 。 中で も、 2 時 間 目の実践 が表 現 追

求 プ ロセ ス の視 点 の核 とな る 「音 か ら演 奏 に対 す る表 現 イ メー ジ を生 む 」段 階 で あ る。 1

時 間 目はそ の前 段 階 と して 、音 楽 の特 徴 と構 造 との 関 わ りを理 解 させ る活 動 を行 う。ま た 、

3 時 間 目に は学 習 の ま とめ と して演 奏 発 表 を行 い 、生 徒 が それ ぞれ の成 果 を共 有 す る。さ

らに 、各 授 業 の終 了 時 に は授 業 ア ンケー トを実施 し、生徒 に授 業 に 関す る 自由記 述 を させ

て い る。

(2) 授 業 実 践 の 内容

1 時 間 目は 、 「ク ラ ッ ピン グ ラプ ソデ ィ 第 4 番 」の特 徴 と音 楽 の構 造 との 関 わ りにつ

い て理 解 す る活 動 を行 った。授 業 の 冒頭 で は 、 「ク ラ ッ ピン グ ラプ ソデ ィ 第 4 番 」を聴

く活 動 を行 い 、生徒 に 曲 を聴 い て気 付 い た特 徴 を楽 譜 に記 入 させ た。生 徒 は 「明 るい 」 と

い っ た 曲 の雰 囲気 や 、 「反 復 して い る」 「はね て い る」 とい った リズ ム の特 徴 を聴 き取 っ

た。次 に 、生 徒 が気 付 い た特 徴 が音 楽 の構 造 と どの よ うに 関 わ っ て い るの か につ い て考 え

させ た。そ の 際 に は、作 曲者 の解 説 を示 し、生徒 が 曲 を聴 い て気 付 い た特 徴 と作 曲者 の解

説 を関連 づ けな が ら、授 業 者 に よ る音 楽 の構 造 に 関す る説 明 も行 った。ま た 、作 曲者 の解

説 を も とに音 楽 の特 徴 に 関す る 3 つ の キー ワー ドを示 し、 以 降 は これ らの特 徴 と構 造 と

の 関 わ りを手 が か りに音 楽 表 現 を創 意 工 夫 して い くこ とを確 認 した (表 2 ) 。

2 時 間 目

は 、演 奏 に

対 す る表 現

イ メー ジ を生 み 出 し、さ らにそれ を深 めて い く活 動 で あ る。表 現 イ メー ジ を生 み 出す 際 、

ワー ク シー トを活 用 し各 自の 目指 す 表 現 レベ ル を決 定 させ た。そ の後 、自身 が選 ん だ表 現

レベ ル に合 わせ て演 奏 をす るた め に、どの よ うな表 現 イ メー ジや 意 識 が必 要 か 、個 人 お よ

び グル ー プ で考 え させ た。ま た 、深 め る基盤 とな るの は、前 時 で学 ん だ① ス ウ ィ ン グ、②

フ レー ズ 、③ ラプ ソデ ィの 3 つ の特 徴 と、そ の特 徴 を生 か して音 楽 表 現 を創 意 工夫 す るた

表 2 音楽の特黴に関するキー ワー ド _

① ス ウィング (パ ウンス) す る 「リズム」

② 2 小節 ごとのま とま りか らなる 「フ ーズ」

③ ア、イ、ウ・工の 4 つの場面か ら構成 され る 「ラプソデ ィ」
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め に考 えた表 現 イ メー ジで あ る。創 意 工夫 す る過 程 で は、個 人 や グル ー プ で 実 際 に音 を 出

しな が ら試 行 錯 誤 し、そ の音 を も とにイ メー ジ を具 体 化 させ て い った (表 3 ) 。 2 時 間 目

の 自由記 述 か らは 、 「自分 で考 えた意 識 をす る と、表 現 が変 わ った 」 とい っ た 、 自分 の表

現 に対 す る意 識 や 工夫 が演 奏 に与 え る影 響 につ い て 、 生 徒 自身 が考 えて い る様 子 が うか

が えた。生 徒 は 、それ ぞれ の表 現 イ メー ジ を生 み 出 して い た が 、音 楽 表 現 にお い て 、音 楽

の特 徴 の理 解 とそれ を踏 ま えた表 現 イ メー ジ とが相 互 に作 用 して い た。ま た 、 「演 奏 に対

す る表 現 イ メー ジ を もっ と、

間 違 えず に で き る よ うに な

っ た」 とい う感 想 か ら、演 奏

に 対 す る表 現 イ メ ー ジ や 意

識 が 、演 奏 技 術 や 取 り組 む 姿

勢 に影 響 して い る こ と も読

表 3 生徒 による表 現イメージの例

生徒 1 生徒 2

0 次 に向か って スキ ップ して移

動す るよ うにす る

はずむ感 じ、だん だん盛 り上

が る感 じ

0 指パ ッチ ン楽 しくなる ( 手拍子 2 が) 脇役 になる

(手拍子 2 も) 乗 って くる感

じ

図 手拍 子 1 と手拍 子 2 がだん だ

ん連動 してい く

落 ち着 く、交代 しなが らさ ら

に乗 った感 じ

ラス ト手拍子 1 も手拍 子 2 も

盛 り上が る

交互 になって、最 後は締 める

み 取 れ た。

3 時 間 目は、ク ラス を 2 つ の グル ー プ に分 け、そ れ ぞれ が前 時 に工夫 した 点 を共 有 しな

が らグル ー プ ご とに練 習 した後 、演 奏 と鑑 賞 の 両方 を行 った。発 表 の際 に は 、他 の グル ー

プ の演 奏 を鑑 賞 し、演 奏 に対 す る感 想 を記 述 させ た。記 述 か らは 、 「音 が掛 け合 い み た い

に な って い て面 白か った 」 「聞 くこ とに専念 す る と、揃 うとこ ろは迫 力 が あ っ た」 とい う

よ うに、表 現 イ メー ジ を共 有 して行 った演 奏 か らは 、曲の特 徴 を聴 き取 って い る生 徒 が い

る こ とを確 認 で きた。ま た 、 「リズ ムが合 う箇 所 で は、合 うとい う意識 を もっ て手拍 子 を

して い た と感 じた 」 「叩 き方 に よって音 の大 き さや 聞 こえ方 に変化 が あ った 」 とい う感 想

か ら、手拍 子 とい うシ ンプル な手 法 で あ っ て も、多様 な音 楽 表 現 を感 じ取 っ て い る様 子 も

読 み 取 れ た。

(3) 授 業 実 践 の結 果

本 授 業 実践 にお い て 、リズ ム の 叩 き方 の確 認 や 練 習 を行 っ た 際 、楽 曲 の速 度 に対 して リ

ズ ム よ り早 く、も しくは遅 く演 奏 した り、正確 で な い リズ ム を演 奏 した りす る様 子 が 見 受

け られ た。筆 者 は本 授 業 実践 ま で に、本 実 践 の対 象 とな っ た生徒 らの授 業 の様 子 を観 察 し

て きた が 、音 楽 活 動 に楽 し さを求 め て い る一 方 、楽 譜 を読 む な ど、自 ら音 楽 を捉 え る こ と

に は苦 戦 す る様 子 が うか が えた。実 際 に、1 時 間 目の 生徒 の発 言 や 記 述 に は演 奏 す る こ と
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の難 しさ と して 「手拍 子 をす る」、 「リズ ム を取 る」 、 「他 のパ ー トの音 と合 わせ る」 と

い っ た意 見 が挙 げ られ て い た。 これ らの難 し さは、一 定 の速 度 の な か で演 奏 す る こ と (拍

を感 じる こ と、カ ウン トをす る こ と) へ の 困難 さに起 因す る と考 え られ る。中 に は拍 を感

じ取 れ る生徒 や 、 「カ ウン トを しま し ょ う」 とい った指 導 言 か ら拍 を感 じ、カ ウ ン トす る

こ とが で き る生 徒 もい る こ とは予 測 で き るが 、授 業 を受 け る生 徒 の音 楽 に対 す る知 識 や

技 量 は様 々 で あ り、生徒 の 中 に は拍 を感 じた り、カ ウ ン トを した りす る経 験 が少 ない 生徒

も い る こ と は 想

像 され うる。そ の

よ う な 生 徒 に 、

個 々 に対 応 し、指

諏 い

* mm

〔長谷部匡俊 「ワラ ッビング ラプソディ 第4番」救育芸術社よ 1

導 して い くこ とは 当然 有 効 な手 段 で あ るが 、本 授 業 実 践 は、限 られ た 時 間 (全 3 時 間) の

中で行 う必 要 もあ る関係 上 、適 宜机 間巡 視 を行 い な が ら、1 時 間 目は全 体 に よ る指 導 を、

2 時 間 目は個 別 に よ る指 導 を主軸 にす る こ と と した。そ の た め、1 時 間 目で は生徒 の もつ

知 識 や 技 量 の差 を踏 ま えた うえで 、生 徒 らに リズ ム を理 解 させ 、生 徒 が拍 を感 じ られ る よ

うな指 導 や 解 説 を行 う必 要 が あ っ た。 そ こで本 授 業 実 践 の 1 時 間 目で 生 徒 に意 識 させ た

の は 「リズ ム の ま とま り」で あ る。題 材 と した楽 曲 「ク ラ ッ ピン グ ラプ ソデ ィ 第 4 番 」

は 、ス ウ ィ ン グ を用 い た 2 小節 ご との フ レー ズや 、 リズ ム の反 復 や 周 期 的 な リズ ム 、ま た

は手拍 子 1 と手拍 子 2 に よ るそ の組 み合 わせ が特 徴 的 な楽 曲で あ る (譜 例 1 ) 。

K r  jh _ j _. - r j . d ._K j . j  I よ!

J IJ J l i J-J

筆 者 は 、2 小節 か らな る フ

レー ズ 、反 復 され る リズ ム に

よって 、リズ ム の ま とま りを

感 じさせ る こ とで 、自然 と4

拍 子 の 強 拍 と弱 拍 か らな る

拍 節 感 が生 まれ 、それ が一 定

の 速 度 の な か で 演 奏 す る こ

とに つ な が る と考 え指 導 を

行 った。そ の結 果 、生 徒 か ら

は 、 「難 しい リズ ム もあ っ た け ど、楽 しく叩 けた 」 とい った よ うに、手拍 子 をす る こ とや
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他 のパ ー トと合 わせ る こ とに は難 しさを感 じた一 方 で 、リズ ム の音 楽 的 な ズ レや 、リズ ム

に合 わせ る こ とを楽 しむ様 子 が 見受 け られ た。さ らに 、楽 譜 に リズ ム の ま とま りを記 入 す

る様 子 も確 認 した。 こ こで は 、フ レー ズ (譜 例 2 ) と リズ ム の反 復 (譜 例 3 ) につ い て記

入 して い る例 を示 す 。

1 時 間 目の活 動 で は 「リズ ム の ま とま り」を意 識 させ た こ とで 、生 徒 の演 奏 か らは強拍

と弱 拍 が感 じ られ る よ うに な り、拍 節 感 の あ る演 奏 に な った が 、ス ウ ィ ン グす る リズ ム の

裏 拍 や 、シ ン コペ ー シ ョンの入 りがず れ る場 合 が あ り、課 題 と して残 った。 2 時 間 目 と 3

時 間 目で は 、本研 究 の表 現 追 求 プ ロセ ス の視 点 の核 とな った 、音 か ら演 奏 に対 す る表 現 イ

メ ー ジ を考 え る活 動 を行 い 、 工夫 した 点 を共 有 しな が らグル ー プ で試 行 錯 誤 し発 表 を行

っ た。生徒 は、授 業 中、演 奏 に対 す る表 現 イ メー ジ を主 体 的 に生 み 出 し、それ を共 有 し協

働 的 に学 ぶ こ とで 、表 現 イ メー ジが深 ま った り、新 た な表 現 イ メー ジ を獲 得 した り して い

た。生徒 の演 奏 は前 時 よ りもシ ン コペ ー シ ョンの リズ ム が揃 っ てお り、手拍 子 1 と手拍 子

2 の音 のつ な が りや 重 な り、バ ラ ンス が感 じ られ る演 奏 で あ った。

本 実 践 にお け る 1 時 間 目の指 導 は、身 体 に よ る楽 曲理 解 と して の身 体 知 (小 山 2018)

の獲 得 を 目指 した もの で あ っ た ともい え る。この身 体 知 は 、部 分 的 に練 習 した り繰 り返 し

演 奏 した りす る こ とに よ って 得 られ る もの で あ り、 単 に技 能 的 な側 面 に 関 わ る もの とい

うだ けで は な く、そ の過 程 で知 的 、感 性 的 に楽 曲 を把 握 す る こ とに よって 、音 楽 に対 す る

感 性 に よ る思 考 ・判 断 の 土 台 とな る もの で あ る。本 授 業 実 践 で 、生 徒 は楽 曲の もつ 特 徴 を

踏 ま え、 「リズ ム が反 復 す るか ら盛 り上 が る」 とい った 単 純 な 因果 関係 を求 め るの で は な

く、そ の特 徴 を 「リズ ム の ま とま り」に よっ て と らえた点 で 、知 的 、感 性 的 に楽 曲 を把 握

した とい え る。

ま た 、2 時 間 目の 自由記 述 か ら

は 「実 際 に演 奏 をす る と、正確 に

手 拍 子 を しな が ら表 現 を意 識 す

る こ とは難 しい と感 じた」とい っ

た意 見 も見 受 け られ た。 しか し、

この生 徒 は後 に 「手拍 子 を両 手 で

や っ て み る な ど工 夫 す る こ とで
図2 身体却の獲得モデル
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楽 しみ な が ら演 奏 をす る こ とが で きた」 とも述 べ て い る。 これ は 、様 々 なイ メー ジ と、そ

れ を具 体 的 な音 と して音 響 化 す るた め の技 能 が一 体 とな った身 体 知 (小 山 2018) の獲 得

に 関与 した記 述 で あ る とい え る。この身 体 知 は 、音 楽 的 な感 性 に も とづ く表 現 の追 求 を可

能 にす る もの で あ る。つ ま り、生 徒 らは 2 つ の身 体 知 の獲 得 を 目指 して以 下 の段 階 を踏 ん

だ とい うこ とで あ る ( 図 2 ) 。

さ らに、生徒 は グル ー プ で試 行 錯

誤 す る 中で 、表 現 イ メー ジ が深 ま っ

た り、新 た な表 現 イ メ ー ジ を獲 得 し

た り して い た。これ は音 楽 表 現 追 求

の営 み の複 雑 性 、総 合 性 、可変 性 の

理 解 (小 山 2018) で あ る ともい え

る。本授 業 実 践 にお い て 、演 奏 に対

す る表 現 イ メ ー ジ が 自己 の 表 現 力

図 3 自巨 現力の育成を目指した表現追求ブロセス

技 能 が一休 とな

た身体知 の獲

得

身休 に よ る楽 曲

理解 ・と しての身

休知 の獲 得
\

! 演 奏 に対 す る表

現 イ メー ジを も

を育 み 、 具 体 的 な音 と して音 響 化 す るた め の技 能 が一 体 とな っ た身 体 知 の獲 得 につ な が

る結 果 とな った。 参 考 と して 、本 実 践 にお け る表 現 追 求 プ ロセ ス を示 す (図 3 ) 。

本 研 究 の成 果 と今 後 の課 題

本 研 究 は 、高等 学校 芸 術 科 音 楽 の表 現領 域 にお け る学 習 で は 、中央 教 育審 議 会 (2016) 答

申や 小 山 (2018) の先 行 研 究 か ら、音 楽 表 現 に対 す る 自己の イ メー ジ を よ り一 層 深 化 させ 、

自分 の意 思 を もっ て表 現 意 図 を 明確 に して い くプ ロセ ス が 大切 で あ る こ と、 知 識 や 感 性 を

統 合 した意 図 的 な 「表 現 」追 求 が必 要 で あ る こ とを指 摘 す る もの で あ った。そ こで本 稿 で は、

職 業 演 奏 家 の感 性 に も とづ く思 考 • 判 断 と意 識 的 な表 現 プ ロセ ス の視 点 を調 査 し、分 析 を行

っ た。そ して 、分 析 の結 果 か ら高 等 学校 芸 術 科 音 楽 の授 業 で活 用 可 能 な 自己表 現 力 の育成 を

目指 した表 現 追 求 プ ロセ ス の視 点 を得 た。そ の視 点 と して 、楽 曲の特 徴 と構 造 との 関 わ りを

理 解 しな が ら、演 奏 者 が楽 譜 へ の忠 実性 を踏 ま えた創 造性 の追 求 を試 み る (演 奏 に対 す る表

現 イ メー ジ を持 つ ) こ とで 、自己 の表 現 力 を育 む過 程 を示 した こ とは 、本 研 究 にお け る成 果

とい え る。ま た 、この視 点 を も とに学 習 指 導 案 を作 成 し、授 業 実 践 を通 じて そ の有 効 性 を検

討 した。授 業 実 践 で は、 「自分 で考 えた意 識 をす る と、表 現 が変 わ っ た」 とい った 、 自分 の
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表 現 に対 す る意 識 や 工 夫 が演 奏 に与 え る影 響 につ い て 、 生 徒 自身 が 考 えて い る様 子 が伺 え

た。 ま た 、 「演 奏 に対 す る表 現 イ メー ジ を もっ と、間違 えず にで き る よ うに な った 」 とい う

感 想 か ら、演 奏 に対 す る表 現 イ メー ジや 意 識 が 、演 奏 技 術 や 取 り組 む 姿勢 に影 響 して い る こ

とも読 み 取 れ た。 この よ うに、生徒 が表 現 イ メー ジ を もち、それ を音 と して音 響 化 す るた め

の技 能 を獲 得 して い く過 程 は 、 音 楽 に対 す る感 性 に基 づ く表 現 追 求 を可 能 にす る身 体 知 の

獲 得 へ とつ な が って い る。身 体 知 は 、単 に技 能 的 な側 面 に留 ま らず 、感 性 や 知識 の統 合 的 な

学 び を支 え る土 台 とな る もの で あ る。生 徒 が演 奏 にお け る表 現 イ メー ジ を共 有 し、協働 的 に

学 ぶ 中で 、自身 の個 性 や 解 釈 を生 か しな が ら学 び を深 めて い っ た こ とは 、音 楽 表 現 追 求 プ ロ

セ ス の複 雑 性 や 総 合 性 を理 解 す る うえで も重 要 で あ る とい え る。た だ し、生 徒 の主 体 的 な学

び が どの程 度 促 進 され 、実 際 の技 能 が 向上 した の か につ い て は 、本 研 究 で は授 業 中の生徒 の

発 言 や 記 述 等 の観 察 に留 ま っ た。今 後 は 、この表 現 追 求 プ ロセ ス が生徒 の長 期 的 な音 楽 的成

長 や 感 性 の深 化 に どの よ うに寄 与 す るか を追跡 調 査 し、 さ らに は本 研 究 で得 られ た成 果 を

よ り多様 な音 楽 活 動 や 学 習 者 層 に応 用 して い くこ とを課 題 と した い。
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